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１．目的 

サッカー審判員を資格レベル別の観点で見た場

合，心理的特性にどのような差があるのか，また，

そのような差が生じる要因は何なのかを検討する．  

 

２．方法 

1）調査方法：無記名質問紙調査（5 件法） 

2）対象者：サッカー審判員資格を有する者 

(1 級 30 名・2 級 96 名・3 級 82 名・4 級 116 名) 

3）調査内容 

① 資格レベル・性別・審判年数・年齢 

② スポーツ審判員心理的スキル尺度（自己コン

トロール・表出力・意欲・自信・コミュニケー

ション・集中力）6 因子 24 項目 

③ メンタルタフネス尺度（強靭な精神・競技コミ

ットメント・心理的コンディショニング・レジ

リエンス）4 因子 12 項目 

④ DIPCA．3（決断力･予測力･判断力）12 項目 

4）分析方法：一元配置分散分析，多変量分散分

析，判別分析，階層クラスター分析 

 

３．結果及び考察 

1）資格レベルと心理的特性の関係 

主に４級とそれ以外の資格レベル間で自己コン

トロール・強靭な精神以外の 11 因子において有

意差が生じ，４級の方が得点の低い結果であった.  

2）資格レベル・年齢と心理的特性の関係 

比較的若い年齢層の資格レベル間において，意

欲，コミュニケーション，決断力に有意差が見ら

れた． 

3）資格レベル・審判年数と心理的特性の関係  

比較的審判経験が浅い層の資格レベル間におい

て，コミュニケーション，決断力において有意な

得点の差が見られる結果となった． 

4）心理的特性から見た資格レベルの類似性 

心理的特性の観点から 4 級とそれ以外の群， 

1 級と 2 級・3 級と 4 級の 3 群にクラスター分け

することが可能であるという結果となった．４級

とそれ以外を分ける心理的特性は自己コントロー

ル・強靭な精神・レジリエンスを除く 10 因子，

1 級と 2 級･３級を分ける心理的特性は自信とコ

ミュニケーションであるという結果となった． 

5）心理的特性の得点と資格レベルの関係 

 心理的特性の得点から，資格レベルを 59.6％判

別することが可能であるという結果となった. 

 

４．結論 

 本調査において，主に 4 級とそれ以外の資格レ

ベル間で心理的特性に有意な得点の差が見られ

た．一方で心理的特性に有意な得点の差が見られ

なかった資格レベルがあり，その要因には資格レ

ベルごとに担当可能な試合と昇級制度等が考えら

れる．今後，さらに普段どのようなレベルで審判

活動を行っているのか，昇級への意欲はあるの

か，サッカー競技経験の有無等を考慮し，さらに

心理的特性に与える影響を検討していく必要があ

ると考えられる． 
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